














































































































⚒ J. S. ミルの株式会社論と国家論




























⚓ J. M. ケインズの福祉国家論と経済政策
3-1 ケインズの有効需要論




























































































































































































































































(出所) 資料 日本経済新聞 2020年10月⚖日（データは⚙月11日時点 直近決算期の売上高100億
円以上の企業978社のうち⚓月期が決算の企業が対象。金融，TOKYO PRO Market上場企業
を除く）。
順位 企業名 業務内容 ⚓年前比伸び率 直近⚑人当たり売上高




⚓ イノベーション ネットメディア 1.79 780万円
⚔ プロパティデータバンク 不動産テック 1.64 850万円
⚕ チエル オンライン教育 1.61 550万円
⚖ イマジニア ゲームコンテンツ開発 1.53 1850万円
⚗ santec 光通信用部品 1.43 1190万円
⚘ ミダック 廃棄物処分 1.42 730万円
⚙ テクノクウォーツ 石英ガラス製品製造 1.42 740万円






























































































































































⚔）J. S. ミルの原典からの引用は，Collected Works of John Stuart Mill, Vol.Ⅱからの引用，邦訳は末永茂
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